
この BA S I Cは，電大版TINYBASICを中心に，他

の様々な言語の長所を取り入れて製作された整数型のインター

プリターで． 最高速を誇る電大版よりさらにSPEED U Pさ

れています．

なお名称のNAKAMOZ Uは，大阪府立大学のある中百舌

烏にちなんで付けられたものです．

変数及び配列

日〕変数（ 1 ) 変数

•A ～ Z と＠の27種. Base Pageに，

2 byteづっ訓り当てられている．

・変数のアドレスは，

A D R S = ( A S C I I -$ 40) * 2 
とその次．

( 2) システム変数

‘［” S OURCE PROGRAM 

開始ADRS. 
“￥” S OURCE PROGRAM 

最終ADRS. 

“］” ME MOR Y上限ADRS. 

DIRECT MOD Eでシステム変

数の値を変更することにより，複数のP

ROGRA MをMEMOR Yに泣ける．

( 3) l×変数

・%数字 .%0～%9の10穐．

・一般の変数と全く同等に使用できる．

•I X配列の実効ADR Sの法権になる．

（対応する IX配列のD!MENSI 

0 Nを宣言する．）

〔例〕

DIMENSION%0 (10), %1 

(15) ' % 8 (20) 

は次のPROGRA Mと等価．

%0＝￥十 1: % 1 = % 0 + 20 : % 8 
=%  1 +30 

・法準はPROGRA M末（￥）からと

らなくてもよい

(2）配列（ I X配列）

・%数字（式） : %0 （式）～%9 （式）

のlOf雪．

・使用前に必ず対応する IX変数の値を

決定しておく．

・一般の配列と同様に，変数と同等の機

能がある．

・実効ADR Sに制限がないので， 2バ

イト単位のPEEK, POK Eとして

も｛変える．

・ （実効ADRS)= (OFSE T式）

* 2 + （対応する IX変数）
•OFSE T式の中に IX配列が入るこ

とは許されているので，多重間接指定

が可能．

〔3）定数（ I ) I 0進定数

・－32768～＋32767の必数．

＋は省略可能．

( 2) 16進定数

• $ o～S FFF Fの16進数．
( -$ nnnnの形で負の16進定数も使用

できる）

・前にSをつけることで，プログラム中

のどこにも使用できる．

〔例〕 VRA MがScooo～ S ClF 
の時．

F 0 R I = $ C 000 T 0 $ C 1 F F 

:j:I: I = $ 20 

NEXT! 

でVRA MをCL Rできる．

(PR IN Tするには司FORMATT 

ER, HDT, HD Fを用いる）

( 3）リテラル定数（ASCI l定数）

• "A”や’ A’の形でASC I I一文

字のアスキーコードを値に持つ定数と

して↑変える．

－注 ：PRIN T文で用いるリテラルス

トリングスとは別のものである．

〔例〕

X＝“A”＋“C” 

PRINTCHR$ (X/2) 

結呆“B”を出力する．

IF GET$＝“N” E ND 

( 4）リテラル ・ストリングス

•PRIN T文中でのみ有効な文字列定

数．
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ザーズ・マ：:i：；吻b
“A BC D”や’ABC D’の形で，

PRIN Tする文字列をそのまま書く．

( 5 ）論理演算子

・〈 〉＝の自由な組合せ

すべて成立すれば 1. しなければ0の

値を持つ． 演算子の優先順位は一般的

なもの．

COMMAND 
COMM AN DはDIRECT MOD E のみでi~用する ．

LI ST 

<・orL.> 

SAVE 

<S. > 

LOAD 

<LO.> 

APPEND 

<AP.> 

AUTO 

<A.> 

NEW 

<N.> 

RUN 

•LIST 

・LISTm 
全TEX Tをリスト

m行目をリスト

•LISTm, n mfr～n 1Tまでリスト

・LI ST m, o m行～最後までリスト
出力装置をカセットに設定し， TEX Tを

出力， 一行ごとに0.5秒DELA Yを置く．

使用モードはLI S Tと同様．

FORMAT 

イニシャライズ． $ 12 1秒

行先頭コード $ 02 

行番号， TEXT 

CR 

ディレイ 0.5秒、

$ 03, $13, $ 14 

NE W処理後TAP EからTEX Tを入力，

イニシャライズ$11を出力．解除のコント

ロールコードはテープから入力する．

カセットからTEX Tを編集しつつ入力す

る．他はLOA Dと同様．

•AUTOm (mGl) mから10おきに

自動的に行番号とスペースを出力する．解除

はCONTROL-C. 

TEX Tをクリアし，各種ポインタ・スタ

ックをイニシャライズする．

各種ポインタ ・スタックをイニシャライズ

し，一番最初の行から実行する．

<D. > 

EXIT 

くE.>

インタ ・スタックをイニシャライズする．

モニタ ・プログラムにもどる．

STATEMENT 
PROGRA M中で使用できるCOMMAND. 

※のものはDIRECT MOD Eで使用できる．

このBASICではLE T文は存在せず，全面省略して直接

代入文を書〈．

※FOR ・F0 R （代入文） TO （式） STEP （式）
TO STE Plの時， STE Pは省略できる．

STEP F 0 R -NE X TループはFOR・NEX 

<F.TOS.> 

※NEXT 

<.or N.> 

※DO  

※UNTIL 

<U.> 

※GOTO 

T専用のスタックを使用しており，D0-U 

NTI Lループとの併用も問題ない．

FO Rの次の代入文のjlJIJ御変数には，変数，

I X変数， I X配列が使用でき，多重ループ

の時，同じffilj御変数は使えない．

T O及びSTE Pの次の式の値は，最初に

記憶されるのでループ内で変更しても彩特は

ない．

ネスティングは7レベルまでE午される．

・NEX T変数
NEX Tの次に書く市II御変数は，F0 Rの

ものと一致させなければならない．

このBA S I Cでは制御変数は省略でき，

自動的に判断させることができる．

UNTI L文とぺアになり，ループを構成

する.I F文とGOT O文によるループに変

わるもので，行番号ジャンプでないだけスピ

ードアップされる．

スタックはGOSUB-RE Tと同じもの

を使用しており，ネスティングは27レベルま

で許される．

•UNTIL （式）

式の値がOであれば前のDOに戻る．

DO-UNTI Lループの途中からの月見出

は， UNTILl，でスタ ックを元に戻して

から行なう．

•GOTO （式）

DEL •DELm mfr目から後をクリアし，ポ I <G.> 式の値の行番号へJUM Pする．
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式の値がOの時は，次の文ヘ行く．

※GO SUB ・G0 SUB （式）

<GOS.> 式の値の行番号からのサブルーチンヘJu 

※REY 

<R.> 

DIRECT 

MODEの時

<RET> 

※IF 

※PRINT 

<P.> 

REM 

M Pする．戻りのADR Sは，D0-UNT 

I Lと同じスタックにPus Hされている．
式の値がOの時は，次の文へ行く．

サブルーチンの終わりに使用し， スタック

から戻りADR Sを引き出し，そのADRS 

へJUM Pする．

UNTILOと動作は似ているが，UNT 

I L Oはスタックポインタを変更せずに戻り

ADR Sを取り出す点が異なる．

ダイレクトモードでは，STO P文で停止

した続きを実行する． (CONTI NU Eの

機能）

•IF （式） THEN （文） ：（文） ：（文）

I Fの次の式の値がO以外ならTHE Nに

続く文を実行し， 0のi待は次の行を実行する．

THE Nは省略可能で， THENGOTO 

mはTHEN m，又はGOTO mのみでもよ

•PRINT （式）連結子“リ テラル ・ スト

リング”

連結子には， “，”と ；”があり，前者は

スペースを含めて8文字後に次のものをPR 

I N T，後者は改行することなく続いてPR 

I N Tするためのものである．

リテラルストリングには， “ストリング”

’ストリ ング ’の2つの形が使える．

TAB, CHR$, HDT, HDF, US 

IN G等のFORMATTE Rにより PR I 

NTFORMA Tを決定できる．

•REM （メッセージ）

REMARK S文は，PROGRA M中に

注釈を書くのに使用する．

BASI Cはこの文を読みとばす．

*(DATA）・＊ （式），（式） ，

DAT A文は，REA D関数， RESTO 

R E文と組み合わせて使用され，一般にはP

ROG RA M中にデータを置くのに使われる．

DAT A文はマルチステートメントの2番

目以降以外の任意の場所に置くことができ，

PROGRA MのEN D以降でもよい．

このBA S I C固有の特長として，DAT 

A内容として10進定数の他， 16進定数，リテ

ラル定数，変数（配列） ，さらに式を置くこ

とも可能で，一般のDAT A文の範囲を超え

た使用法が考えられる．

たとえば，REA Dが関数であることを利

用し，関数の定義を行なうこともできる．

RESTORE ・RESTORE （式）

※THEN 

くT.>

※COPY 
<CO.> 

INPUT 

<IN.> 

DAT A文の，ポインタは，EN D，及びR

u Nコマンドの実行で， PROG RA Mの先
頭に設定され， REA D関数で読み出される

たびに更新されるが，RES TOR E文で任

意の文の先頭に移すことができる．

•THEN （ステートメント）

•THEN （行番号）

I F文とぺアで使用され，I F文の後の式

がO以外の値を持った時， THE Nに制御が

移る．

うしろにステートメントがある時，THE 

Nは全面的に省略でき，またそのうしろはマ

ルチステートメントであってもよい．

うしろに行番号がある時は，GOT O文を

使わずに指定の行にJUM  Pできる．

オプションステートメント．

現在は，V-RAMl画面をプリンタに出

力するステートメントとされている．

•INPUT （リテラルス トリ ングス） ，（変

数），…・・・・， （変数）

INPU T文は， （リテラルストリングス）

がある時はそれをPRIN Tした後，改行し

ないで，必要な数だけ“？”を出力しインプ

ットをf寺つ．

変数には， I X変数，I X配列も使用でき，

入力データとしては，数字，16進定数，変数，

I X変数， I X配列，式，が可能である．

不適当なKEYI Nに対しては，RE-E 

NTE Rが表示され，再度入力待ちとなる．
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END 
<E.> 

STOP 

<S.> 

EN  D文の実行によりプログラムの実行を

*5i-了し，コマンドモードに手多る．

EN D文はPROGRA M中いくつあって

もよい.EN D文，STO P文がない場合は

最後の行の実行後，停止する．

•STOP （リテラルストリングス）

STO P文は，PROG RA Mのデバッグ

用のプレークポイントとして使用するもので，

リテラルストリングスがあればそれをPRI 

N Tしてから，尖千子ポインタを IXスタック

にPus Hして実行を停止する．

※ I B 

※I R 

・ IB （式，式） 0 ~玉 X 三五 63

0 ~五 Y 孟 47

座標（X, y）を黒にする．

・ IR （式，式） 0豆X孟63

0話y=47 

座標（X,y）を反転する．

FUNCTION 
代入文の右辺及び式の中で用いられる命令．

引数にはすべて（式）を使用できる．

そのため，DIRECT MOD EでRE I RND •RND (X) 
Tを実行することにより，中断された筒所か I <R. (X)> 

X孟1のとき，O～X-1の乱数，
ら尖行を再開できる．

機械語のSw Iと同等の機能と考えてよい．

※＃（POKE）・＃ （数＇f:or変数）＝（式）

・＃（式） ＝（式）

式の左辺に表われる＃はPOK Eと同等の

はたらさをするステートメントである．

# (ADRS) =(DATA）の型でメモ

リーにデータを，1｝き込める.ADR Sが数字．

16進定数，変数の場介，カッコは行略できる．

※CL R ・CLR 
<C.＞ ・CLR （式X，式Y)0 ~ X 豆 Y 豆 15

<C. (X,Y)> 引数なしの場合， V-RAMの全而をプラ

ンクにする.51数があるH与は， X行目～Y行

目までをクリアする．

※CURS ・CURS （式，式） 0孟X孟31,

<CU (X.Y) > 0 ~玉 Y 孟 15

※NEG 

※ IW 
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CUR SO Rを，座標（X, Y）に移す．

•NEG 

V-RA M上のスペース，及びグラフイツ

ク部分をi'J黒反転する．

・1w（式，式） 0孟X豆63

0孟Y孟47

グラフィックステートメントで，グラフィ

ック座標（X, Y）を白にする．

MOD 

<M.> 
<M. (X,Y) > 

ABS 

<A. (X) > 

SGN 

<S. (X) > 

AND 

OR 

X三五－ 1のとき，X+l～Oの乱数．

リ｜数Oは，0による訓り算となりERRO 

Rとなる．

•MOD 

・MOD (X, Y) Y斗O
引数なしの場介， 直前に行なった',iftJt~：の余

りが入る. RNDI主j数を使った時はその値が

入る．

日｜数のある場合，X/Yの余りが入る．

・ABS (X) 
Xの絶対値を与える関数．

・SGN (X) 
X>Oのとき 1

X=Oのとき O

X<Oのとき－ 1 を与える関数．

論理ー式（X>0）一（X<0）と等価であ

るが，SG Nを用いる方が速い．

•AND (X, Y) 

XとYのbitごと（16bit）のLOGIC 

ALAN Dを与える関数．

・OR (X, Y) 
XとYのbitごとのORを与える関数．

XOR ・xOR (X, Y) 
<X. (X,Y) > XとYのbitごとのEXO  R売与える関数．



1111《

READ •READ 

<RE.> このBA S I Cの最もユニークな関数で，

GET$ 

くG.>

KEY 

<K.> 

特（PEEK)

DAT Aのポインタが示すDAT Aの値を与

える関数.DAT A文，RES TOR E文と

併用する．

関数であるから一般の式の中に自由に使用

できる．対応するDAT Aは式でもよい．

一般のBA S I CのREA D文と等価な使

用法の例を拳げる．

一般のBAS I C--READA, B 

NT  B一一一A=READ:B=READ

・GET$ 
ASCI I一文字入力関数．

この関数が実行されると，入力待ちになり，

一文字キーインするとそのASCI!コードが

値として与えられる．

c Rは必要ない．また，コン トロールコー
ドも入力可能．改行はされない．

使用例 ：PRINT GET$ 

IFGET$＝“E”T HENE 

ND  

・一般のフルキーボード使用の場合．

・KEY 
この関数が実行された時KE Yを抑してい

れば，そのAS CIIコードを与え，押してい

なければ，100を与える．

これはリアルタイムKE Y入力で，入力f寺

ちをしない

• H68T Rコンソール使用の場合．

•KEY コンソールのO～ Zまで

すべて・KEY (X, Y) O ~玉 X 豆 Y 孟 5

コンソールのX91J-Y9iJ 

のみをスキャ ンする．

KE Yを押していれば，そのKE Yコード．

押していなければ100を与える．

・＃ （式） or# （変数or数字）

式，変数，数字，16進定数，リテラル定数

- 11111 

IP 

USER 

<U. (X,Y,Z) > 

PR I N T文中で

は省略形は使えな

L、

5 11111 ユー
の｛直のADR Sの内容を与えるPEEKI謁数．

ADR Sが式で表現されていない場合，カッ

コは省略できる．

・1p （式，式） 0 孟X三五63

o ~玉 X 孟47

グラフィック座標（X, Y）が白なら 1'

黒なら O，キャラクタなら100を与える関数．

・マシン諾サブルーチンとリンクする関数．

マシン~！ルーチンは R T Sによりf冬了す
る．

oUSER （式I，式2，式3)

p C←式1

I X←式2

AccB, A←式3

oUSER （式l，式2)

p C←式1

I X←式2

AccB, A←ゼロ

oUSER （ェ℃）

p C←式

IX, AccA, B←ゼロ

例 ：K= U S R ( $ 1000, A, B + C ) 
ユーザールーチンからリターンすると，

Ace Bが上位， Acc Aが下位となってKに

代入される．

FORMATTER 
PRIN T文中で使用し， PRINTFORMA Tをコント

ロールする．

USING 

<U.> 

oUSIN G文字（第1カラム）文字（第2

カラム）（式） カッ・コは省略可

式の値の数字を次のFORMA Tで右づめ

出力する．

FOR MA  Tは，最初jが符号部，次の5ケ

タが数値音IIとなっている．

。式の値が正又はOのII寺．

符号音rsを第1カラムの文字，数字出力部（右

づめ）の上位のスペースを第2カラムの文字

が埋める．

0式の｛直が負の時．

229 



TAB 

<T.> 

CHR $ 

<C.> 

230 

符号部には“ー”が出力され，数値部の左

!nlJスペースに第2カラムの文字が入る．

伊lj:A=l2, B= 345のとき，

PRINT USIN G」 」 JA: 1 2 

HDF oHDF （式） ，カッ コは省略可

( Hexa Decimal・Fourd】gits)

式の値を16進4ケタに変換する．

PRINT USIN G」 ι＿＿，B：ー」＋」34 5 I HDT OHDT （式） ．カッコは省略可

PRINT USING**A:****l2 

PRINT USING**B: **345 

PR I NT US I NG +........,A : + 1 2 

PR I NT US I NG+........,B：ー 3 4 5 

PRINT USINGABA:ABBB12 

・TAB （式） ．カッコは省略可．

スペースを式の値；だけ出力して， CURS 

0 Rを進める．ただし，その行の左端からT

A Bがとられるので，ひとつのPRIN T文

中に下の例のごとく複数のTA Bがある場合

は，

PRINTTAB A ，“＊” ，T ABB; 

“＃” 

B>A の時のみ意味を持ち， B ~玉 A の時， T

AB Bは無視される．

・ CHR $ （式） ，カッコは省略可

式の値のAS CIIコードの文字を与える．

コントロールコードも使える．

例 ：

P R I N T C H R $ 65 ・ ・ ・ ・ ・ A 

P R I N T C H R $ $ 42 …... B 

PRINT CHR$ GET$+1 

・キーインs...…出力T,
N. T. Bのオペレーティングシステムで

は，次のコントロールコードが定義されてい

ます．

CHR$4 0, 5秒ディレイ．

CHR$5図面をクリアし，カーソルを左上

ノ＼

CHR$6発娠音Low 

CHR$7発援音HIGH 

CHR$17入力をカセットに設定

C HR $18出力をカセットに設定

CH R $19カセット入力を解除

C HR $20カセット出力を解除

(Hexa Decimal Two digits) 

式の値を16進2ケタに変換する．

セミコロン. PR IN T文中で，数字，変

数．式及びFORMATTE Rを連続してP

RIN Tするための連結子．

改行せずに続けてPRIN Tする．

カンマ，PRIN T文中の連結子で，直前

にPRIN Tしたものから右の8字ごとに区

切られた位置にCURSO Rを移して次のP

RIN Tを1Tなう．
これらの連結子でPRIN T文を終わると

この効果は次のPRIN T文まで持続する．

ERR。R MESSAGE 
NO. メッセージ 意 味
1 INPUT ERROR l行に花文字以上入力された．

INPUT女の変数亙ぴ入力ERROR.
2 MEMORY FULL プログラム・サイズが叡定したメモリー範囲を越えた．
3 INVALID 行番号負， Oまたは32768以上になった．
LINE NUMBER 

4 PRINT ERROR PRINT女， INPUT文， STOP文中のLITERALSTRINGS 
ERROR. 

5 DIVIDE 。で割ろうとした．
BY ZERO RND( 0 ), MOD(A，。）を実行しt:.

6 ARITHMETIC 算術のスタック・オーバー．カッコのヰスティングオー
STACK ERROR ，，、ー司

？ ILLEGAL 車術式，亙ぴ関数ERROR.
ARITHMETIC 

8 MOD ERROR MOOの使い方がおかしい．
9 UNRECOGNIZED STATMENTがおかしい．
ST AMENT 

10 INDEX GOSUBなしにRETまたは，DOなしにUNTILがある．
STACK ERROR GOSUBl:DOのヰスティング合計が27を越えた．

11 LINE NUMBER GOTO, GOSUBの飛ぴ先がない．
NOT FOUND RESTORE, DEL，で行番号が見つからない．

12 FOR NEXT FOR, NEXTのネスティングが？を越えた．
STACK ERROR 

13 NEXT WITHOUT 対応するFORのないNEXTが存在する．
FOR FOR NEXT LOOPが混線している．

14 INDEX ARRAY IX変数亙ぴIX配列の使い方がおかしい．
ERROR 

15 GRAPHIC ERROR GRAPHIC STATMENTの使い方がおかしい．
16 OVER SIZED CURS, CLR, KEY，及びグラフィックでの引き教が箆囲
PARAMETER を越えた．

lワ READ ERROR READ関数で，読むべきDATAがない．




